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庁舎再配置基本設計概算事業費比較資料 平成30年8月21日現在

＜参考資料＞　①増築棟計画（市役所本庁舎整備調査特別委員会（Ｈ29.12.14）提出資料）との比較 （単位：千円）

施　設 区　分 概算工事費 工事内容 概算工事費 工事内容

増築棟 全体事業費 2,339,647
H28年度実施基本設計から峰山庁舎
（ア）と峰山総合福祉センター（イ）
を除いたもの

階数：4Ｆ
延床面積：4,900㎡ うち特例債対象 2,199,486

引越費
備品費対象外

全体事業費 397,089 109,525

維持管理上必要な経費 242,464 空調改修、外壁改修・屋上防水改修 0

再配置に伴う経費 154,625 自家発電新設 109,525 内部改修

うち特例債対象 397,089 109,525 維持管理対象外

全体事業費 446,564 345,061

維持管理上必要な経費 185,094
外壁改修・屋上防水改修、耐震改修、
空調改修、外部倉庫撤去、駐車場整備 250,356

外壁改修・屋上防水改修、耐震改修、
空調改修、外部倉庫撤去、駐車場整備

再配置に伴う経費 261,470 移転改修、自家発新設 94,705 防災倉庫新設、内部改修、自家発新設

うち特例債対象 425,576
引越費
備品費対象外 94,705 維持管理対象外

旧丹波小学校 全体事業費 904,505

移転改修、ＥＶ新設、自家発新設、空
調改修、便所改修、駐車場整備、プー
ル解体、玄関廻り屋根新設、駐車場整
備

うち特例債対象 830,983
引越費
備品費対象外

全体事業費 233,282

維持管理上必要な経費 137,774 空調改修

再配置に伴う経費 95,508 移転改修

うち特例債対象 225,604
引越費
備品費対象外

網野庁舎（本館・
別館Ｂ・他倉庫）

全体事業費 292,246 解体工事（別館Ａ含まず） 236,520 解体工事（別館Ａ含む）

うち特例債対象 292,246 190,549 別館Ａ含まず

旧五箇小学校 全体事業費 84,430 公文書保管倉庫整備 0 公文書保管倉庫整備

うち特例債対象 57,380
引越費
備品費対象外 0

引越費
備品費対象外

旧峰山幼稚園 全体事業費 46,250 駐車場整備 58,857 駐車場整備

うち特例債対象 46,250 58,857

丹後文化会館駐車
場

全体事業費 132,772 駐車場整備

うち特例債対象 132,772

旧吉原小グランド 全体事業費 122,607 駐車場整備

うち特例債対象 122,607

基本設計 全体事業費 15,962 12,827 Ｈ28決算数値

うち特例債対象 15,962 0

全体事業費 2,420,328 約24.2億円 3,357,816 約33.6億円

うち特例債対象 2,291,090 約22.9億円 2,908,501 約29.1億円

起債対象外 129,238 約1.3億円 449,315 約4.5億円

合併特例債 2,176,500 約21.8億円 2,763,000 約27.6億円

一般財源　A 243,828 約2.4億円 594,816 約5.9億円

※合併特例債は、都合上、全体事業費のうちの特例債対象総額に充当率を乗じて算出　

（参考）合併特例債償還金の試算

合併債償還額 ① 約25.4億円 約32.2億円

うち交付税算入 ② 約17.8億円 約22.6億円

負担額①-② B 約7.6億円 約9.7億円

※合併特例債償還金試算･･･償還20年、利率1.5％、元金均等償還、元金据置2年で試算

実質負担額　A+B 約10.1億円 約15.6億円

峰山庁舎

峰山総合福祉セン
ター

大宮庁舎

基本設計概算事業費

・現在の計画

増築棟建設概算事業費

・市役所本庁舎整備調査特別委員会（Ｈ29.12.14）提出資料
にＨ28年度実施の基本設計（ウ）を加えたもの

966,648

1,561,464

761,458

総事業費

財源内訳

2,538,194

1,776,736

3,222,160

2,255,512

1,005,286

（ア） 

（イ） 

（ウ） 



庁舎再配置基本設計概算事業費比較資料 平成30年8月21日現在

＜参考資料＞　②増築棟計画（既存庁舎の維持管理経費含む）との比較 （単位：千円）

施　設 区　分 概算工事費 工事内容 概算工事費 工事内容

増築棟 全体事業費 2,339,647
H28年度実施基本設計から峰山庁
舎（ア）と峰山総合福祉センター
（イ）を除いたもの

階数：4Ｆ
延床面積：4,900㎡ うち特例債対象 2,199,486

引越費
備品費対象外

全体事業費 397,089 351,989

維持管理上必要な経費 242,464 空調改修、外壁改修・屋上防水改修 242,464 空調改修、外壁改修・屋上防水改修

再配置に伴う経費 154,625 自家発電新設 109,525 内部改修

うち特例債対象 397,089 109,525 維持管理対象外

全体事業費 446,564 310,049

維持管理上必要な経費 185,094
外壁改修・屋上防水改修、耐震改修、
空調改修、外部倉庫撤去、駐車場整備 185,094

外壁改修・屋上防水改修、耐震改修、
空調改修、外部倉庫撤去、駐車場整備

再配置に伴う経費 261,470 移転改修、自家発新設 124,955 防災倉庫新設、内部改修、自家発新設

うち特例債対象 425,576
引越費
備品費対象外 124,955 維持管理対象外

旧丹波小学校 全体事業費 904,505

移転改修、ＥＶ新設、自家発新設、空
調改修、便所改修、駐車場整備、プー
ル解体、玄関廻り屋根新設、駐車場整
備

うち特例債対象 830,983
引越費
備品費対象外

全体事業費 233,282 137,774

維持管理上必要な経費 137,774 空調改修 137,774 空調改修

再配置に伴う経費 95,508 移転改修 0

うち特例債対象 225,604
引越費
備品費対象外 0 維持管理対象外

網野庁舎（本館・
別館Ｂ・他倉庫）

全体事業費 292,246 解体工事 292,246 解体工事

うち特例債対象 292,246 292,246

旧五箇小学校 全体事業費 84,430 公文書保管倉庫整備 84,430 公文書保管倉庫整備

うち特例債対象 57,380
引越費
備品費対象外 57,380

引越費
備品費対象外

旧峰山幼稚園 全体事業費 46,250 駐車場整備 46,250 駐車場整備

うち特例債対象 46,250 46,250

丹後文化会館駐車
場

全体事業費 132,772 駐車場整備

うち特例債対象 132,772

旧吉原小グランド 全体事業費 122,607 駐車場整備

うち特例債対象 122,607

基本設計 全体事業費 15,962 12,827 Ｈ28決算数値

うち特例債対象 15,962 0

全体事業費 2,420,328 約24.2億円 3,830,591 約38.3億円

うち特例債対象 2,291,090 約22.9億円 3,085,221 約30.9億円

起債対象外 129,238 約1.3億円 745,370 約7.5億円

合併特例債 2,176,500 約21.8億円 2,930,900 約29.3億円

一般財源　A 243,828 約2.4億円 899,691 約9.0億円

※合併特例債は、都合上、全体事業費のうちの特例債対象総額に充当率を乗じて算出　

（参考）合併特例債償還金の試算

合併債償還額 ① 約25.4億円 約34.2億円

うち交付税算入 ② 約17.8億円 約23.9億円

負担額①-② B 約7.6億円 約10.3億円

※合併特例債償還金試算･･･償還20年、利率1.5％、元金均等償還、元金据置2年で試算

実質負担額　A+B 約10.1億円 約19.3億円1,005,286

1,025,388

1,925,079

761,458

総事業費

財源内訳

2,538,194

1,776,736

3,417,961

2,392,573

基本設計概算事業費

・現在の計画

増築棟建設概算事業費

・増築棟建設概算事業費に、現計画の峰山、大宮庁舎、峰山
総合福祉センターの維持経費、五箇小書庫化経費等を合算し
たもの。

峰山庁舎

峰山総合福祉セン
ター

大宮庁舎



＜Ｈ30.8.21議員全員協議会後　追加・参考資料＞ 平成30年8月22日現在

増築棟建設概算事業費（合併特例債を最大限に活用した場合）
（試算の前提）

・増築棟は建設しない方針であるが、増築棟と他の施設を同時期に一体的に整備するもの仮定した。

・増築棟建設概算事業費欄の事業実施については、実際の工事実施の可否判断を考慮していない。

　　　（例）総合福祉センターで執務しながらの耐震化工事や空調変更工事などが出来るかどうかの判断は考慮していない。

・合併特例債の活用の可否は不透明であるが、引越し及び備品購入経費以外は全て市債の対象とした。

　　　（例）大宮庁舎の本庁部局は、教育委員会事務局のみとなり機能縮小となる施設となるが、本試算では市債対象としている。

・増築棟の基本設計は、平成28年度で実施済のため市債の対象外とした。

（留意事項）

・基本設計概算事業費についても基本設計をベースに試算したもののため、今後の実施設計等の段階では増減する場合がある。

施　設 区　分 概算工事費 工事内容 概算工事費 工事内容

増築棟 全体事業費 2,339,647 新棟建設

階数：4Ｆ
延床面積：4,900㎡ うち特例債対象 2,199,486 引越費、備品費対象外

全体事業費 397,089 351,989

うち特例債対象 397,089 351,989

全体事業費 446,564 310,049

うち特例債対象 425,576 引越費、備品費対象外 310,049

旧丹波小学校 全体事業費 904,505

移転改修、ＥＶ新設、自家発新設、
空調改修、便所改修、駐車場整備、
プール解体、玄関廻り屋根新設、駐
車場整備

うち特例債対象 830,983 引越費、備品費対象外

全体事業費 233,282 137,774

うち特例債対象 225,604 引越費、備品費対象外 137,774

網野庁舎（本館・
別館Ｂ・他倉庫）

全体事業費 292,246 解体工事 292,246 解体工事

うち特例債対象 292,246 292,246

旧五箇小学校 全体事業費 84,430 公文書保管倉庫整備 84,430 公文書保管倉庫整備

うち特例債対象 57,380 引越費、備品費対象外 57,380 引越費、備品費対象外

旧峰山幼稚園 全体事業費 46,250 駐車場整備 46,250 駐車場整備

うち特例債対象 46,250 46,250

丹後文化会館駐車
場

全体事業費 132,772 駐車場整備

うち特例債対象 132,772

旧吉原小グランド 全体事業費 122,607 駐車場整備

うち特例債対象 122,607

基本設計 全体事業費 15,962 12,827 Ｈ28決算数値

うち特例債対象 15,962 0

全体事業費 2,420,328 約24.2億円 3,830,591 約38.3億円

うち特例債対象 2,291,090 約22.9億円 3,650,553 約36.5億円

起債対象外 129,238 約1.3億円 180,038 約1.8億円

合併特例債 2,176,500 約21.8億円 3,468,000 約34.7億円

一般財源　A 243,828 約2.4億円 362,591 約3.6億円

※合併特例債は、都合上、全体事業費のうちの特例債対象総額に充当率を乗じて算出　

（参考）合併特例債償還金の試算

合併債償還額 ① 約25.4億円 約40.4億円

うち交付税算入 ② 約17.8億円 約28.3億円

負担額①-② B 約7.6億円 約12.1億円

※合併特例債償還金試算･･･償還20年、利率1.5％、元金均等償還、元金据置2年で試算

約10.1億円 約15.8億円実質負担額　A+B

761,458 1,213,295

1,005,286 1,575,886

総事業費

財源内訳

1,776,736 2,831,022

2,538,194 4,044,317

大宮庁舎

峰山総合福祉セン
ター

峰山庁舎

基本設計概算事業費 増築棟建設概算事業費（合併債最大）

現在の計画
増築棟建設概算事業費に、現計画の峰山、大宮庁舎、峰
山総合福祉センターの維持経費、五箇小書庫化経費等を
合算したもの。


